












蕉の俳諧が大成に向かっていくことは、周知の事実にほかならない。去来・凡兆編 『猿蓑』 （元禄四年七月刊）はその頂点に位置する撰集であり、珍碩の編になる連句集『ひさご』 （元禄三年八月刊）も、これに並ぶ重要な一書として誤ら い。中でも巻頭の「木のもとに」歌仙は、芭蕉自身が「花見























































〔句意〕西日が穏やかにさして実 よい天気である〔付合〕①前句を花見の宴もたけなわ なったころの光景と見定め ②時分を夕刻に近いころとしつつ、日和もよいことであろうと考え、③西日がのどかで上天気であるとした。〔備考〕 「西日」は夕方に近づいて西に傾いた太陽であり、また、その日ざしをいう。近代の歳時記では夏の季語として扱うものの、近世期のものには採られて ない。 のどか」 に関しては、 一月の扱 とすることが多い 、『はなひ草』等では兼三春とされ、前後が三月の句であることから、この句























































身に付けること。とくに刀剣など 腰に帯びること。ここでの「習はぬ」は慣れていないの意。 「太刀」は腰に吊り下げる長大な刀。 「
」は「意を以て










































































































〔付合〕①前句から雨を見ながら思いにふけるさまを看取し、②空定めない地域を思い描きつつ、さまざま 雨 応じ 、さまざ な人が集 る場を想定し、③夕暮れ時の諏訪の温泉は雑多な人でにぎわって るとした。〔備考〕 「入込」は雑多なものが区別なく入り混じることで ここは混浴をさす。 「諏訪」は現在の長野県諏訪市。 「涌湯」は「湧湯」に同じく、湧かした湯と湧いて出る湯の両意があり、ここは後者で温泉の意。イデユと読むとにする。場を の涌湯 と特定した とに関して、 安東『余韻』は「東海道・中山道を通し 宿場がそのまま湯の町になっている ころ 下諏訪しかな」いことを指摘。 「夕ま暮」は「夕間暮」で夕暮れ時の意。



















































































































〔句意〕花の盛りの一身田では、千部経の読誦が行なわれている。〔付合〕①前句で雁の行く先には白子・若松があることに着目し、②その視点人物はそれより南方にいると考え、 「雁ゆく」を帰雁のことと見なして春の光景を想像し、③花も満開 一身田で 千部会
え
の真っ最中であるとした。





















































〔句意〕薄衣をかざして日射しをお厭いになるお姿の麗しいことよ。〔付合〕①前句を恋のために力を失っている人と見定め、②その人が慕うのは高貴で美しい女性であろうと考え、③薄衣で日光を避けていられるお姿であるとした。〔備考〕 「羅」は『書言字考節用集』にウスモノの読み。羅・紗などの薄い絹織物で り、それ 作った夏用の衣服や頭にかざす被
かずき
衣をさす。ここは被













〔句意〕熊野の地を見てみた とお泣き った。〔付合〕①前句をめったに外出もしない都の上臈と見込み ②そ 人 かなわない遠出の願いがあると想定し、維盛が入水してその北 方が出家した話を思い起こし、③熊野 見たいものだと泣き伏 て ま した。〔備考〕 「熊野」は紀伊半島 南部一帯で、現在の和歌山県・三重県にまた






























































〔句意〕仮の持仏棚に向かって念仏に専念する。〔付合〕①前句を旅の双六打ちの所作と見込み、②これと対照的な人物が同じ宿屋に泊っていると想定し、 ③仮の持 向かって念仏三昧であるとした。〔備考〕 「持仏」は常に身近に置いて信仰している仏像。 こは「仮 持仏」とあることから、 「仮の持仏堂」を略した言い方で、 持ち運びできる持仏棚（仏壇）をさしたものと見られる。あるいは、旅中に持ち歩くため紙などで作った仮の仏像であるかもしれない。これに向 って念仏を唱える主体については、 「前句の遊び人の趣に対し、信心深い人を付けた」 （ 『全集』 ）と見るのが妥当であろう。 『全集』等が指摘する通り、 同じ珍碩の初オ５にも「仮の内裏」










































































































































〔句意〕ただ四角なだけの草庵 も露がしとどである。〔付合〕①前句を晩秋の淋しい野の光景と見定め、②そこに住む人がいれば隠棲者に違いないと考え、③露 き中にただ四角い草庵が とした。〔備考〕 「四方」は四角・方形の意で、 『
邦訳
日葡辞書』 （岩波書店）にヨハゥ













































などを見てもよく承知される。こ での芭蕉（翁）は、 「月夜〳〵に」の夜を重ねた連続感をいかし、こ を「あまりまねけば」のせわしなく揺れ続け











〔句意〕春の山中で、虻に刺されてしまった。〔付合〕①前句を吉野にまで花を見に出かけた人と見定め、②花に夢中で他事に注意が向かわないであろうと考え、③春の山中で虻に刺されるとした。〔備考〕 「虻」は双翅目アブ科の昆虫の総称で、雌には 畜から吸血するものがある。 『はなひ草』等に二月の扱いで、 『滑稽雑談』に「二・三月より生じて、夏月に存す」とある。　
この歌仙全体に関するとらえ方としては、 「芭蕉の奥羽行脚後における一



























見定め」 （ 『去来抄』 ）て趣向立てや句作に励んでいることも






















































の発句・脇などもこれに該当しよう。珍碩 前句 場面をよく見定め、その気分（匂）にまで理解を及ぼした上で、それを「のどかに」の一語に表象させつつ、前 にふさわしい時分と天相を添えたわけである。
